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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　槽体に設けた排水口と、
上下動によって排水口を開閉する弁部材と、
弁部材の上下動を操作する操作部と、
操作部に加えられた操作を弁部材に伝達する、筒状のアウターチューブ、該アウターチュ
ーブ内を摺動するインナーワイヤ、からなるレリースワイヤと、
からなる遠隔操作式排水栓装置において、
操作部に、
使用者の操作によって進退する操作軸と、
操作軸の一端に備えられた、使用者が操作を加える操作体と、
操作軸の操作体側端部又は操作軸の途中の位置に接続された枝部と、を備え、
操作軸の動作が枝部によって操作軸の進退方向に対して角度を有した方向に変換され、枝
部からインナーワイヤを介することで、操作軸に加えられた操作が弁部材に伝達されるよ
うに構成したことを特徴とする遠隔操作式排水栓装置。
【請求項２】
　槽体に設けた排水口と、
上下動によって排水口を開閉する弁部材と、
弁部材の上下動を操作する操作部と、
操作部に加えられた操作を弁部材に伝達する、筒状のアウターチューブ、該アウターチュ
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ーブ内を摺動するインナーワイヤ、からなるレリースワイヤと、
からなる遠隔操作式排水栓装置において、
操作部に、
使用者の操作によって進退する操作軸と、
操作軸の一端に備えられた、使用者が操作を加える操作体と、を備え、
インナーワイヤ端部を、操作軸の操作体側端部又は操作軸の途中の位置に接続し、
インナーワイヤを介して操作軸に加えられた操作が弁部材に伝達されるように構成したこ
とを特徴とする遠隔操作式排水栓装置。
【請求項３】
　上記遠隔操作式排水栓装置において、
操作軸の一端に、弁部材の上昇状態又は下降状態を維持するロック機構を備えたことを特
徴とする、請求項１又は請求項２に記載の遠隔操作式排水栓装置。
【請求項４】
　上記遠隔操作式排水栓装置において、
操作軸が槽体の内側に配置され、
操作軸の進退方向が槽体の内側面に沿う方向であると共に、
槽体の側面に貫通孔が設けられ、該貫通孔を介して枝部またはレリースワイヤが槽体の裏
面側に配置されることを特徴とする、請求項１乃至請求項３のいずれか一つに記載の遠隔
操作式排水栓装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遠隔操作式排水栓装置に関し、更に詳しくは、施工性の向上、また設計レイ
アウトの自由度を高めると共に、故障が発生しにくい遠隔操作式排水栓装置を提供するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、浴槽や洗面ボウルなどの槽体の内部に生じた排水を処理するため、槽体の底
面等に排水口を設け、この排水口から配管部材を介し、下水側に排水を排出する方法が広
く知られている。また、槽体内に水を溜める場合に、弁部材の昇降を利用して排水口を開
閉する方法があるが、この弁部材による排水口の開閉を、弁部材や排水口から離間した位
置、例えば槽体の縁部や槽体側面の上方に設けた操作部への操作によって行う遠隔操作式
排水栓装置が知られている。
広く知られた遠隔操作式排水栓装置としては、特許文献１に記載のような、槽体の底面に
設けられた排水口と、排水口を上下動することによって閉塞する弁部材と、槽体の側面上
方に備えられた、操作体を有する操作部と、操作部に加えられた操作を排水口に備えられ
た弁部材に伝達するレリースワイヤと、から構成されるものがある。この特許文献１に記
載された遠隔操作式排水栓装置では、弁部材の上昇状態を維持するため、段落０００９に
記載されているように排水口または操作部のいずれかにロック機構（スラストロック機構
）が備えられてなる。
このような遠隔操作式排水栓装置において、操作体に押し込み操作を加えると、操作体の
動作に対応して、インナーワイヤが弁部材側に移動する。
特許文献１には詳述されていないが、操作部側にロック機構が配置された場合には、ロッ
ク機構の一端に操作体が、他端にレリースワイヤが接続され、操作体に操作を加えてロッ
ク機構が作動することでレリースワイヤの動作が固定されて、レリースワイヤが弁部材を
押し上げ、排水口を開口した状態を維持固定する。再度操作体に操作を加えるとロック機
構によるレリースワイヤの動作の固定が解除されて弁部材が降下し排水口を閉口する。
また、排水口側にロック機構が配置された場合には、ロック機構の一端に弁部材が、他端
にレリースワイヤが接続され、操作体に操作を加えるとレリースワイヤを介して操作がロ
ック機構に伝達され、ロック機構が弁部材を押し上げ、排水口を開口した状態を維持固定
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する。再度操作体に操作を加えると、再びレリースワイヤを介してロック機構に操作が伝
達され、ロック機構の固定が解除されて弁が降下し排水口を閉口する。
【特許文献１】特開２００３－２９３４１６号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記のように構成した遠隔操作式排水栓装置には、以下のような問題点があった。
上記遠隔操作式排水栓装置のレリースワイヤは、軸方向には剛性を、側面方向にはある程
度の可撓性を備えて側面方向に屈曲可能に構成されているが、屈曲の半径が極端に小さい
と、座屈と呼ばれる復元不可能な折れ曲がりを生じる。この座屈を防ぐため、レリースワ
イヤを配置する経路には、レリースワイヤの最小曲がり半径（座屈が発生しない範囲での
最小の半径）よりも大きな半径で屈曲が行える空間を確保する必要がある。
遠隔操作式排水栓装置の配置に際して特にレリースワイヤの曲がり半径が小さくなる部分
としては、槽体側面に配置した操作部近傍部分の空間、また排水口近傍部分の空間がある
。
【０００４】
　操作部近傍部分について説明すると、浴槽等槽体の側面と、槽体が設置される部屋の側
面との隙間部分を広くすると、その分槽体内が狭くなり、浴槽であれば入浴の快適さが失
われ、洗面台や流し台では槽体の容量が減少して使い勝手が悪くなるため、なるべく槽体
の側面との隙間部分を狭くし、その分槽体内を大きくするように構成される。このため、
槽体の側面と槽体を設置した部屋の側面との隙間部分が狭くなる。
特許文献１に記載の遠隔操作式排水栓装置の場合、操作部は槽体である浴槽の側面に配置
され、レリースワイヤは水平方向から浴槽の側面と浴室の側面との隙間部分にて垂直方向
に屈曲するように配置される。上記のように、浴槽の側面と浴室の側面との隙間部分が狭
く、しかも屈曲の開始部分となるレリースワイヤの端部の接続部分は、操作体を進退させ
る軸体（操作軸）の端部に接続されるか、またはロック機構が操作部に配置された場合は
ロック機構の端部に接続されるか、であり、軸体やロック機構の長さ分、レリースワイヤ
の屈曲の為の半径を更に小さくしなければならず、小さな半径での屈曲によりレリースワ
イヤに負担が掛かり、座屈を生じやすくなっていた。
【０００５】
　排水口近傍部分について説明すると、排水口近傍の部材についてはできるだけ高さ幅を
狭くできるほうが好適である。槽体の排水は重力による自然排水のため、排水口は槽体の
底面の、更に最も低い個所に設けられる。浴槽のように排水口からの排水配管が床下空間
に配置される場合、排水口近傍の部材の高さ幅が狭くなれば、その分床下空間を狭くし、
代わりに居住空間を上下方向に幅広にし、使用者の生活空間を快適にできる。また洗面台
や流し台のように、排水口近傍の排水配管が屋内の居住空間に配置される場合、排水口の
下方にはキャビネット等が配置されて洗剤やタオルなどの収納に利用されるため、排水口
近傍の部材の高さ幅が狭くなれば、その分収納空間を上下に広くし、収納量を増加させる
ことができる。
このように排水口近傍の部材は、できるだけ高さ幅を狭くしたほうが好適である。
特許文献１に記載の遠隔操作式排水栓装置の場合、排水口は槽体である浴槽の底面に配置
され、レリースワイヤは、排水口の直下に配置された継手部材の内部にて、垂直から水平
方向に屈曲するように配置される。上記のように、排水口近傍の部材、特に排水口の下方
に配置された部材は上下方向に狭く、しかも遠隔操作式排水栓装置の場合、排水口には弁
部材の上下動をガイドする軸体（押上軸）が備えられ、レリースワイヤはこの軸体の下端
に接続されるため、レリースワイヤの屈曲が可能な空間もこの軸体よりも下方に限られて
屈曲可能な範囲がより狭くなる。
また、ロック機構が排水口側に配置された場合、レリースワイヤが接続されるのはこのロ
ック機構の下端端部であり、軸体やロック機構の長さ分、レリースワイヤの屈曲の為の半
径を小さくしなければならず、小さな半径での屈曲によりレリースワイヤに負担が掛かり
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、座屈を生じやすくなっていた。
本発明は上記問題点に鑑み発明されたものであって、遠隔操作式排水栓装置において、レ
リースワイヤ等に故障が発生しにくいものとすると共に、設計レイアウトの自由度を高め
、また施工性を向上させた遠隔操作式排水栓装置を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の本発明は、槽体に設けた排水口と、上下動によって排水口を開閉する
弁部材と、弁部材の上下動を操作する操作部と、操作部に加えられた操作を弁部材に伝達
する、筒状のアウターチューブ、該アウターチューブ内を摺動するインナーワイヤ、から
なるレリースワイヤと、からなる遠隔操作式排水栓装置において、
操作部に、使用者の操作によって進退する操作軸と、操作軸の一端に備えられた、使用者
が操作を加える操作体と、操作軸の操作体側端部又は操作軸の途中の位置に接続された枝
部と、を備え、操作軸の動作が枝部によって操作軸の進退方向に対して角度を有した方向
に変換され、枝部からインナーワイヤを介することで、操作軸に加えられた操作が弁部材
に伝達されるように構成したことを特徴とする遠隔操作式排水栓装置である。
【０００７】
　請求項２に記載の本発明は、槽体に設けた排水口と、上下動によって排水口を開閉する
弁部材と、弁部材の上下動を操作する操作部と、操作部に加えられた操作を弁部材に伝達
する、筒状のアウターチューブ、該アウターチューブ内を摺動するインナーワイヤ、から
なるレリースワイヤと、からなる遠隔操作式排水栓装置において、
操作部に、使用者の操作によって進退する操作軸と、操作軸の一端に備えられた、使用者
が操作を加える操作体と、を備え、インナーワイヤ端部を、操作軸の操作体側端部又は操
作軸の途中の位置に接続し、インナーワイヤを介して操作軸に加えられた操作が弁部材に
伝達されるように構成したことを特徴とする遠隔操作式排水栓装置である。
【０００８】
　請求項３に記載の本発明は、上記遠隔操作式排水栓装置において、
操作軸の一端に、弁部材の上昇状態又は下降状態を維持するロック機構を備えたことを特
徴とする、請求項１又は請求項２に記載の遠隔操作式排水栓装置である。
【０００９】
　請求項４に記載の本発明は、上記遠隔操作式排水栓装置において、
操作軸が槽体の内側に配置され、操作軸の進退方向が槽体の内側面に沿う方向であると共
に、槽体の側面に貫通孔が設けられ、該貫通孔を介して枝部またはレリースワイヤが槽体
の裏面側に配置されることを特徴とする、請求項１乃至請求項３のいずれか一つに記載の
遠隔操作式排水栓装置である。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１に記載の本発明では、遠隔操作式排水栓装置において、操作軸の途中または操
作体側の端部に枝部を備え、枝部を利用して操作軸の進退方向とレリースワイヤの方向を
異なる方向とすることで、操作部近傍におけるレリースワイヤの曲がり半径を大きな半径
とすることができ、座屈が生じにくく、また設計レイアウトの自由度を高めた構成とする
ことができる。
請求項２に記載の本発明では、遠隔操作式排水栓装置において、インナーワイヤ端部を、
操作軸の操作体側端部又は操作軸の途中の位置に接続したことによって、操作部近傍にお
けるレリースワイヤの曲がり半径を大きな半径とすることができ、座屈が生じにくく、ま
た設計レイアウトの自由度を高めた構成とすることができる。
請求項３に記載の本発明では、ロック機構の端部にはレリースワイヤが接続されない構成
としたことで、従来のロック機構の端部にレリースワイヤが接続される構成の遠隔操作式
排水栓装置と同じ機能を有するようにしつつ、且つ操作部近傍におけるレリースワイヤの
曲がり半径を大きな半径とすることができる。
請求項４に記載の本発明においては、操作部側の主な可動部分である操作軸が、槽体の内
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側に配置されるため、メンテナンス等を容易にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】第一実施例の遠隔操作式排水栓装置の施工状態を示す断面図である。
【図２】第一実施例の遠隔操作式排水栓装置の閉口時を示す参考図である。
【図３】第一実施例の遠隔操作式排水栓装置の開口時を示す参考図である。
【図４】第二実施例の遠隔操作式排水栓装置の施工状態を示す断面図である。
【図５】第二実施例の遠隔操作式排水栓装置の閉口時を示す参考図である。
【図６】第二実施例の遠隔操作式排水栓装置の開口時を示す参考図である。
【実施例】
【００１２】
　以下に本発明の第一実施例を、図面を参照しつつ説明する。
尚、以下の説明に記載した図２、図３において、（ａ）は操作部近傍を、（ｂ）は排水口
近傍を、それぞれ示すものである。
図１乃至図３に示した、本発明の第一実施例の遠隔操作式排水栓装置は、以下に記載する
、槽体を備えた排水機器である浴槽Ｂに施工されるものであって、以下に記載する、排水
口本体１、継手部材１０、操作伝達部材としてのレリースワイヤ７、弁部材２、支持部材
１２、操作部３、ガイド管１７、より構成されてなる。
浴槽Ｂは、上方が開口した箱体であって、底面には排水口本体１を取り付ける取付孔を、
側面には操作部３を取り付ける操作部取付孔を、それぞれ備えてなる。
排水口本体１は、内部に排水流路を形成する略円筒形状の部材であって、その内部に排水
口１ａを、上縁に外方向に突出したフランジ部１ｂを、フランジ部１ｂ下方の側面に雄ネ
ジを、それぞれ備えてなる。また排水口１ａ内部には周縁方向に沿って凸部が複数設けら
れてなる。
継手部材１０は、上記排水口本体１が接続される、略９０度に屈曲した管体であって、上
方の開口には排水口本体１の雄ネジと螺合する雌ネジを備えてなり、側面方向には下水側
の配管と接続するための排出口１０ａを備えてなる。また、継手部材１０の側面には、後
述するレリースワイヤ７を挿入するための枝管部１０ｂを備えてなる。
レリースワイヤ７は、操作部３に加えられた操作を、弁部材２に伝達するための部材であ
って、筒状にして軸方向に剛性を、側面方向に可撓性を備えたアウターチューブ７ａと、
上記アウターチューブ７ａ内を摺動自在に動作する、軸方向に剛性を、側面方向に可撓性
を備えたインナーワイヤ７ｂと、インナーワイヤ７ｂを操作部３側に付勢する戻りスプリ
ング７ｃと、インナーワイヤ７ｂの排水口１ａ側端部に備えた、弁部材２の昇降をガイド
する為の押上軸９と、から構成される。
弁部材２は、略円盤状を成す部材であって、その下面中央はレリースワイヤ７の押上軸９
と嵌合するように構成され、側面部には排水口１ａと水密に接続する為のパッキングを備
え、レリースワイヤ７のインナーワイヤ７ｂの進退に対応して、排水口１ａに対して上下
動するように構成され、上昇時には排水口１ａを開口し、下降時においては排水口１ａの
上端部分を覆うことで排水口１ａを閉口する。
支持部材１２は、排水口本体１内部の凸部と嵌合することで、排水口１ａに配置固定され
る部材であって、レリースワイヤ７のアウターチューブ７ａ端部を固定するワイヤ固定部
１１と、リング状にして排水口１ａ内部の凸部と嵌合する第一リング部１２ａと、第一リ
ング部１２ａとワイヤ固定部１１を連絡するアーム部１２ｂと、から構成される。ワイヤ
固定部１１は、第一リング部１２ａの中央に配置され、施工が完了した場合には、レリー
スワイヤ７の押上軸９が排水口１ａの中央に配置されて上下動するように構成される。
操作部３は、浴槽Ｂの操作部取付孔に取り付けられ、弁部材２の上下動を操作する部材で
あって、以下に記載する、操作部本体４、エルボ部材５、ロック機構８、操作軸６ａ、操
作体６ｂ、操作部側支持部材１３から構成される。
操作部本体４は、略円筒形状にして端部外側面に鍔部４ａを、筒部分の外側面に雄ネジを
、それぞれ備えてなり、更に内部にレリースワイヤ７を挿通する開口を形成してなる。ま
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た開口の内部には周縁方向に沿って凸部が複数設けられてなる。
エルボ部材５は、上記操作部本体４が接続される、略９０度に屈曲した管体であって、上
流の開口には操作部本体４の雄ネジと螺合する雌ネジを備えてなり、下流にはレリースワ
イヤ７が挿通される接続管部５ａを備えてなる。
ロック機構８は、回動自在な歯車を備えた、棒状の部材であるロック軸８ａと、該ロック
軸８ａをその内部に進退自在に挿通させる、内部に溝部を備えた形状のロック機構本体部
８ｂと、ロック機構８本体内部に収納配置されて、ロック軸８ａをロック機構８に対し図
　における上方に付勢するスプリングからなる弾性部材と、からなる（内部構造の図示は
省略するものとし、これに伴い歯車、溝部、弾性部材の図示も省略）。このロック機構８
は、ロック軸８ａに対して下方に向け押し込み操作を行う都度、ロック軸８ａを下方に降
下した状態で固定／固定を解除して弾性部材の付勢によりロック軸８ａを上方に上昇、を
交互に繰り返す部材である。
操作軸６ａは略円柱形状を成す部材であって、操作体６ｂが備えられる上端部分の近傍側
面に、ヒンジ部を介して操作軸６ａに回動自在に接続される枝部Ｅを備えてなる。
また、ネジ接続を利用して、ロック軸８ａの上端と操作軸６ａの下端とを固定接続するこ
とができるように構成されてなる。
操作体６ｂは、裏面側（施工完了時、槽体である浴槽Ｂの内側面を向く面）と下面が開放
された略箱体形状を成す部材であって、施工完了時その内部に操作軸６ａ及びロック機構
８が配置されると共に、その上壁面の下面に、操作軸６ａの上端部分と嵌合接続する突起
を備えてなる。
操作部側支持部材１３は、操作部本体４内部の凸部と嵌合することで、操作部本体４内に
配置固定される部材であって、リング状にして操作部本体４内部の凸部と嵌合する第二リ
ング部１３ａと、施工完了時操作軸６ａを上下動自在に収納するガイド筒部１４と、第二
リング部１３ａとガイド筒部１４を連絡する連結部１３ｂと、ロック機構本体部８ｂを接
続固定するホルダー部１６を備えてなる。
ガイド筒部１４は、施工完了時操作軸６ａを収納する操作軸収納部１５ａと、操作軸収納
部１５ａの上端近傍から枝分かれした、枝部Ｅを収納する枝収納部１５ｂとからなり、図
１乃至図３に示したように、施工完了時操作軸収納部１５ａは槽体である浴槽Ｂの内側面
に沿って上下方向に配置され、また枝収納部１５ｂはこの浴槽Ｂの内側から外側に向かっ
て下方に下る傾斜を備えて構成される。この時、操作軸収納部１５ａ下端－枝分かれ部分
－枝収納部１５ｂ下端は鋭角、即ち９０度よりも小さい角度を成すように構成される。
また、枝収納部１５ｂの下端は、施工完了時浴槽Ｂの壁面を貫通してエルボ部材５内に達
すると共に、レリースワイヤ７のアウターチューブ７ａ端部が接続される。
また、操作軸収納部１５ａは、上方の開口は操作軸６ａと下方を向いた枝部Ｅとを挿通可
能な内径を有し、枝収納部１５ｂとの交差部分にて縮径して、枝収納部１５ｂよりも下方
では操作軸６ａのみを挿通する径を有している。このため、操作軸収納部１５ａの上方か
ら操作軸６ａを挿通すると、枝部Ｅは枝収納部１５ｂとの交差部分から枝収納部１５ｂ側
に向かって配置される。
ホルダー部１６は、操作軸６ａの直下位置に配置され、施工完了時操作軸６ａとロック機
構８のロック軸８ａとが同軸上に配置されるように、ロック機構本体部８ｂを固定する。
即ち、施工完了時、このロック機構８も槽体である浴槽Ｂの内側に配置される。
ガイド管１７は軟質樹脂から構成される、可撓性を備えたチューブ管であって、一端は継
手部材１０の枝管部１０ｂに、他端はエルボ部材５の接続管部５ａに、それぞれ接続され
る。
【００１３】
　上記のように構成した第一実施例の遠隔操作式排水栓装置は、以下のようにして、槽体
である浴槽Ｂに施工される。尚、特に記載しない場合でも、必要に応じて接着剤やパッキ
ングを用いたネジ接続などにより、各部材の接続箇所は水密的に接続される。
まず、事前に、ガイド管１７の一端を継手部材１０の枝管部１０ｂに、他端をエルボ部材
５の接続管部５ａに、それぞれ接続しておく。
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次に、排水口本体１を、浴槽Ｂ底面に設けられた取付孔に挿通し、フランジ部１ｂの下面
を、取付孔の周縁上面に当接した状態とする。
次に、継手部材１０の排出口１０ａを下水側配管に接続した上で、浴槽Ｂの下方から配置
し、排水口本体１の雄ネジを、継手部材１０の雌ネジと螺合させ、取付孔周縁をフランジ
部１ｂ下面と継手部材１０の雌ネジの開口の上端部分とで挟持させて、浴槽Ｂに固定する
。
次に、操作部本体４を、浴槽Ｂ側面に設けられた操作部取付孔に挿通し、鍔部４ａの背面
を、操作部取付孔の周縁に当接した状態とする。
次に、エルボ部材５を浴槽Ｂの背面に配置し、操作部本体４の雄ネジを、エルボ部材５の
雌ネジと螺合させ、操作部取付孔周縁を鍔部４ａ背面とエルボ部材５の雌ネジの開口の端
部部分とで挟持させて、浴槽Ｂに固定する。
次に、レリースワイヤ７のアウターチューブ７ａの操作部３側端部を、操作部側支持部材
１３のガイド筒部１４の枝部Ｅ収納部の下端に接続固定する。
次に、操作部側支持部材１３のガイド筒部１４内に操作軸６ａ及び枝部Ｅを収納した上で
、操作軸６ａの下端とロック軸８ａ上端とをネジ固定した上で、ホルダー部１６にロック
機構本体部８ｂを固定する。この時、操作軸６ａは操作軸収納部１５ａ内に、枝部Ｅは枝
収納部１５ｂ内に、それぞれ配置される。
次に、レリースワイヤ７の排水口１ａ側端部を操作部本体４の開口に挿通し、操作部本体
４、エルボ部材５、ガイド管１７、枝管部１０ｂ、継手部材１０、の順に挿通した上で、
操作部側支持部材１３の第二リング部１３ａを操作部本体４の凸部に嵌合させて、操作部
側支持部材１３を操作部本体４に固定する。
これにより、槽体である浴槽Ｂの側面に開口した貫通孔である操作部取付孔（または操作
部本体４内の開口）を貫通してレリースワイヤ７が浴槽Ｂの裏面側に配置される。この実
施例では、図１等により明らかなように貫通孔である浴槽Ｂの操作部取付孔の位置には、
枝部Ｅが配置されてなる。
次に、操作体６ｂの突起を操作軸６ａの上端に嵌合させて操作体６ｂを操作軸６ａに接続
する。
次に、継手部材１０内部のレリースワイヤ７端部を排水口１ａから浴槽Ｂ内に引き上げ、
排水口１ａ側のアウターチューブ７ａ端部を、支持部材１２のワイヤ固定部１１に接続固
定する。
次に、支持部材１２の第一リング部１２ａを排水口１ａ内部の凸部に嵌合させて、支持部
材１２を排水口本体１に固定し、更に弁部材２の下面中央にインナーワイヤ７ｂ端部の押
上軸９先端を嵌合固定させて、本実施例の遠隔操作式排水栓装置の施工が完了する。
【００１４】
　以下に、上記第一実施例の遠隔操作式排水栓装置の動作について説明する。
上記第一実施例の遠隔操作式排水栓装置を使用する場合、図２のように、まず操作部３の
操作体６ｂに操作を加え、排水口１ａを弁部材２が覆って排水口１ａを閉口した状態とす
る。この時にはロック機構８のロック軸８ａは固定されていないため、操作軸６ａ、ロッ
ク軸８ａ、及び操作体６ｂ（以下「操作軸６ａ等」と記載）は、ロック機構８の弾性部材
とレリースワイヤ７の戻りスプリング７ｃの作用によって上昇した状態となっている。
この状態において、浴槽Ｂ内に吐水を行うと、排水口１ａが閉口しているために、浴槽Ｂ
内に吐水を溜めることができる。
この状態から操作体６ｂに押し込み操作を行うと、図３に示したように、ロック機構８が
作用し、操作軸６ａ等を下方に移動した状態で固定する。
これにより、操作軸６ａに対して回動自在に接続されている枝部Ｅは、操作軸６ａとの角
度を鋭角の範囲で変化させながらガイド管１７の枝収納部１５ｂ内を枝収納部１５ｂの端
部方向に向かって突出し、枝収納部１５ｂ端部内に配置されているインナーワイヤ７ｂを
、排水口１ａ側に前進させた状態を維持して停止する。
そして、排水口１ａ側に前進したインナーワイヤ７ｂによって、押上軸９と共に弁部材２
が上昇して排水口１ａより弁部材２が離間し、排水口１ａを開口させる。即ち、本実施例
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の遠隔操作式排水栓装置では、操作軸６ａの下端に、レリースワイヤ７の前進した状態を
維持するロック機構８を備えたことで、弁部材２の上昇状態を維持するように構成されて
なる。
この弁部材２が上昇し、排水口１ａが開口した状態において、浴槽Ｂ内に浴湯が溜まって
いたり、または浴槽Ｂ内に吐水を行うと、浴槽Ｂ内の水は、排水口１ａから、継手部材１
０を介し、継手部材１０の排出口１０ａより下水側に排出される。
この状態より操作体６ｂに再び押し込み操作を行うと、ロック機構８が作用し、操作軸６
ａ等の固定が解除される。固定が解除された操作軸６ａ等は、ロック機構８の弾性部材と
レリースワイヤ７の戻りスプリング７ｃの作用によって上昇し、ロック軸８ａの上昇に伴
って枝部Ｅもガイド管１７の枝収納部１５ｂ内を後退する。枝部Ｅに押されるようにして
排水口１ａ側に前進していたインナーワイヤ７ｂは、弁部材２の自重及び戻りスプリング
７ｃの作用により、操作部３側に後退し、図２示した、浴槽Ｂの排水口１ａが閉口した状
態に戻る。
以降、上記したように、操作体６ｂに押し込み操作を繰り返す毎に、インナーワイヤ７ｂ
が弁部材２を押し上げて排水口１ａを開口／インナーワイヤ７ｂ端部の後退に伴って自重
等により弁部材２が降下し排水口１ａを閉口、を交互に行い、排水口１ａを遠隔操作式排
水栓装置により自在に開閉することができる。
【００１５】
　次に本発明の第二実施例を、図面を参照しつつ説明する。
尚、以下の説明に記載した図５、図６において、（ａ）は操作部近傍を、（ｂ）は排水口
近傍を、それぞれ示すものである。
図４乃至図６に示した、本発明の第二実施例の遠隔操作式排水栓装置は、排水口本体１、
継手部材１０、操作伝達部材としてのレリースワイヤ７、弁部材２、支持部材１２、操作
部３、ガイド管１７、より構成されてなる。
これらの各部材の内、操作部３以外の、排水口本体１、継手部材１０、操作伝達部材とし
てのレリースワイヤ７、弁部材２、支持部材１２、ガイド管１７、の各部材は、段落００
１５に記載された第一実施例の部材と同じ構成のため省略する。
また、操作部３は、操作部本体４、エルボ部材５、ロック機構８、操作軸６ａ、操作体６
ｂ、操作部側支持部材１３から構成される部材であるが、これら操作部３の各部材の内、
ロック機構８、操作軸６ａ、操作部側支持部材１３以外の、操作部本体４、エルボ部材５
、の各部材は、やはり段落００１５に記載された第一実施例と同じ構成のため省略し、以
下に、第一実施例と異なる、操作軸６ａ、操作体６ｂ、ロック機構８、操作部側支持部材
１３について説明する。
操作軸６ａは略円筒形状を成す部材であって、操作軸６ａの軸方向の中間部分から下端に
達するまで、側面上に切り欠きを備えてなる。更に円周方向に沿って、上下二か所に環状
溝部８ｃを備えてなる。
操作体６ｂは、裏面側（施工完了時、槽体である浴槽Ｂの内側面を向く面）と下面が開放
された略箱体形状を成す部材であって、施工完了時その内部に操作軸６ａ及びロック機構
８が配置されると共に、上面の壁の上方からビス部材を挿通して操作軸６ａにネジ接続す
ることで、操作軸６ａに対して上方、下方のいずれの方向に応力を加えても外れることの
ないように接続固定される。
操作部側支持部材１３は、操作部本体４内部の凸部と嵌合することで、操作部本体４に配
置固定される部材であって、リング状にして操作部本体４内部の凸部と嵌合する第二リン
グ部１３ａと、施工完了時操作軸６ａを上下動自在に収納する操作軸収納部１５ａと、操
作軸収納部１５ａ内に備えられた、操作軸６ａの環状溝部８ｃと係合する弾性爪８ｄと、
レリースワイヤ７を配置固定するガイド筒部１４を備えてなる。
更に操作部側支持部材１３について詳述すると、図５又は図６に示したように、施工完了
時、操作軸収納部１５ａは槽体である浴槽Ｂの内側面に沿って上下方向に配置され、更に
操作軸収納部１５ａの、浴槽Ｂ壁面を向く方向は切り欠きが設けられて上端から下端の近
傍まで開放されてなる。そして、この開放された切り欠きの部分を介してガイド筒部１４
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が配置されている。
ガイド筒部１４は管体を側面視円弧形状に屈曲させたような形状の部材であって、施工完
了時、レリースワイヤ７の操作部３側端部の内、インナーワイヤ７ｂはガイド筒部１４内
を挿通されて、操作軸６ａの内部であり、且つ操作軸６ａの軸方向途中の位置（但し、図
より明らかなように、操作体６ｂに近い上端近傍部分の位置）で、操作軸６ａの動作方向
である上下方向と同じ上方向を向いて配置固定されるように構成される。また、アウター
チューブ７ａ端部はガイド筒部１４の端部に接続固定される。
また、ガイド筒部１４の上端の周囲に、上下動自在に操作軸６ａが配置され、更に操作軸
６ａの周囲には操作軸収納部１５ａが配置されて操作軸６ａが上下動するようにガイドし
てなる。ガイド筒部１４は、操作軸６ａ及び操作軸収納部１５ａの切り欠きの部分を介し
て、操作軸６ａ及び操作軸収納部１５ａの側面より操作部本体４内を挿通する。この時、
図５、図６に示したように、側面視切り欠きの部分から延出されるガイド筒部１４は、操
作軸６ａに対し鋭角、即ち９０度よりも小さい角度を成すように構成される。
また、アウターチューブ７ａ内部に進退自在に挿通されるインナーワイヤ７ｂ端部は、施
工完了時、操作軸６ａの内部上端に当接するように構成されてなる。
ロック機構８は、操作軸６ａに設けられた上下二か所の環状溝部８ｃと、操作軸収納部１
５ａ内に備えられた、操作軸６ａの環状溝部８ｃと係合する弾性爪８ｄによって構成され
る。
【００１６】
　上記のように構成した第二実施例の遠隔操作式排水栓装置は、以下のようにして、槽体
である浴槽Ｂに施工される。尚、特に記載しない場合でも、必要に応じて接着剤やパッキ
ングを用いたネジ接続などにより、各部材の接続箇所は水密的に接続される。
まず、事前に、ガイド管１７の一端を継手部材１０の枝管部１０ｂに、他端をエルボ部材
５の接続管部５ａに、それぞれ接続しておく。
次に、排水口本体１を、浴槽Ｂ底面に設けられた取付孔に挿通し、フランジ部１ｂの下面
を、取付孔の周縁上面に当接した状態とする。
次に、継手部材１０の排出口１０ａを下水側配管に接続した上で、浴槽Ｂの下方から配置
し、排水口本体１の雄ネジを、継手部材１０の雌ネジと螺合させ、取付孔周縁をフランジ
部１ｂ下面と継手部材１０の雌ネジの開口の上端部分とで挟持させて、浴槽Ｂに固定する
。
次に、操作部本体４を、浴槽Ｂ側面に設けられた操作部取付孔に挿通し、鍔部４ａの背面
を、操作部取付孔の周縁に当接した状態とする。
次に、エルボ部材５を浴槽Ｂの背面に配置し、操作部本体４の雄ネジを、エルボ部材５の
雌ネジと螺合させ、操作部取付孔周縁を鍔部４ａ背面とエルボ部材５の雌ネジの開口の端
部部分とで挟持させて、浴槽Ｂに固定する。
次に、操作部３側端部となるレリースワイヤ７の内、インナーワイヤ７ｂ端部を操作部側
支持部材１３のガイド筒部１４に挿通した上で、アウターチューブ７ａ端部を、ガイド筒
部１４の端部に接続固定する。
次に、操作軸６ａの切り欠きの部分が、ガイド筒部１４と合致するようにして、操作軸６
ａを上方より操作軸収納部１５ａ内に挿通する。この挿通は、弾性爪８ｄが、操作軸６ａ
の下方の環状溝部８ｃに弾性嵌合するまで挿通する。これによって、ガイド筒部１４に固
定されたアウターチューブ７ａ部端部の外周に、上下動自在に操作軸６ａが配置され、更
に操作軸６ａの周囲には操作軸収納部１５ａが配置される。
次に、レリースワイヤ７の排水口１ａ側端部を操作部本体４の開口に挿通し、操作部本体
４、エルボ部材５、ガイド管１７、枝管部１０ｂ、継手部材１０、の順に挿通した上で、
操作部側支持部材１３の第二リング部１３ａを操作部本体４の凸部に嵌合させて、操作部
側支持部材１３を操作部本体４に固定する。
これにより、槽体である浴槽Ｂの側面に開口した貫通孔である操作部取付孔（または操作
部本体４内の開口）を貫通してレリースワイヤ７が浴槽Ｂの裏面側に配置される。更にビ
ス部材を用いて、操作体６ｂを操作軸６ａの上端にネジ接続する。
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次に、継手部材１０内部のレリースワイヤ７端部を排水口１ａから浴槽Ｂ内に引き上げ、
排水口１ａ側のアウターチューブ７ａ端部を、支持部材１２のワイヤ固定部１１に接続固
定する。
次に、支持部材１２の第一リング部１２ａを排水口１ａ内部の凸部に嵌合させて、支持部
材１２を排水口本体１に固定し、更に弁部材２の下面中央にインナーワイヤ７ｂ端部の押
上軸９先端を嵌合固定させて、本実施例の遠隔操作式排水栓装置の施工が完了する。
【００１７】
　以下に、上記第二実施例の遠隔操作式排水栓装置の動作について説明する。
上記第二実施例の遠隔操作式排水栓装置を使用する場合、図５のように、まず操作部３の
操作体６ｂに操作を加え、排水口１ａを弁部材２が覆って排水口１ａを閉口した状態とす
る。この時には操作軸６ａの上下二つある環状溝部８ｃの内、下方の環状溝部８ｃが操作
軸収納部１５ａの弾性爪８ｄと弾性嵌合してなる。この環状溝部８ｃと弾性爪８ｄとの嵌
合により操作軸６ａは上昇した位置で保持され、インナーワイヤ７ｂは戻りスプリング７
ｃの付勢によって操作部３側に後退してなる。
この状態において、浴槽Ｂ内に吐水を行うと、排水口１ａが閉口しているために、浴槽Ｂ
内に吐水を溜めることができる。
この状態から操作体６ｂに押し込み操作を行うと、操作軸６ａの、下方の環状溝部８ｃと
弾性爪８ｄとの弾性嵌合が解除されて操作軸６ａが降下する。その後、図６に示したよう
に、操作軸６ａの上方の環状溝部８ｃと弾性爪８ｄとが嵌合する位置まで操作軸６ａを降
下させて両者を嵌合させ、操作軸６ａ等を下方に移動した状態で固定する。
これにより、操作軸６ａの内部上端に当接されているインナーワイヤ７ｂは、操作軸６ａ
の内部上端に押されるようにして排水口１ａ側に前進する。そして、排水口１ａ側に前進
したインナーワイヤ７ｂによって、押上軸９と共に弁部材２が上昇して排水口１ａより弁
部材２が離間し、排水口１ａを開口させる。
即ち、本実施例の遠隔操作式排水栓装置では、操作軸６ａに、レリースワイヤ７の前進し
た状態を維持するロック機構８（操作軸６ａの環状溝部８ｃと操作軸収納部１５ａの弾性
爪８ｄ）を備えたことで、弁部材２の上昇状態を維持するように構成されてなる。
この弁部材２が上昇し、排水口１ａが開口した状態において、浴槽Ｂ内に浴湯が溜まって
いたり、または浴槽Ｂ内に吐水を行うと、浴槽Ｂ内の水は、排水口１ａから、継手部材１
０を介し、継手部材１０の排出口１０ａより下水側に排出される。
この状態から操作体６ｂを把持し、操作体６ｂを上昇させると、操作軸６ａの、上方の環
状溝部８ｃと弾性爪８ｄとの弾性嵌合が解除されて操作軸６ａが上昇する。その後、再び
図５に示したように、操作軸６ａの下方の環状溝部８ｃと弾性爪８ｄとが嵌合する位置ま
で操作軸６ａを上昇させて両者を嵌合させ、操作軸６ａ等を上方に移動した状態で固定す
る。
操作軸６ａの内部上端に当接されているインナーワイヤ７ｂは、操作軸６ａが上昇すると
、戻りスプリング７ｃの作用によって操作部３側に後退し、図５に示した、浴槽Ｂの排水
口１ａが閉口した状態に戻る。
以降、上記したように、操作体６ｂに押し込み操作／引き上げ操作を繰り返す毎に、イン
ナーワイヤ７ｂが弁部材２を押し上げて排水口１ａを開口／インナーワイヤ７ｂ端部の後
退に伴って自重等により弁部材２が降下し排水口１ａを閉口、を交互に行い、排水口１ａ
を遠隔操作式排水栓装置により自在に開閉することができる。
【００１８】
　上記第一実施例においては、操作軸６ａの操作体６ｂ近傍側に枝部Ｅを設け、この枝部
Ｅを介してレリースワイヤ７での操作伝達を行うようにしたことで、また第二実施例操作
軸６ａにおいては操作軸６ａの途中部分の位置においてレリースワイヤ７を接続して操作
伝達を行うようにしたことで、従来の操作軸６ａにレリースワイヤ７を接続した遠隔操作
式排水栓装置や、操作軸６ａにロック軸８ａを接続して、ロック機構８の端部にレリース
ワイヤ７を接続するような遠隔操作式排水栓装置と比べ、操作部３近傍におけるレリース
ワイヤ７の曲がり半径を大きな半径とすることができ、設計レイアウトの自由度を高め、
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また故障が発生しにくい構成とすることができる。
また、ロック機構８が槽体である浴槽Ｂの内側に配置されたため、操作体６ｂを外せばロ
ック機構８を確認し、故障などした場合は交換等の対応を行うことができる。ロック機構
８は貫通孔である操作部取付孔や操作部本体４内から出し入れを行うには大きな部材で、
貫通孔や槽体の外側に配置すると槽体の内側から取り出すことは困難であり、第一実施例
、第二実施例のように、槽体の内側に配置されていると施工やメンテナンスが容易となる
。
【００１９】
　本発明の実施例は以上のようであるが、本発明は上記実施例に限定される物ではなく、
主旨を変更しない範囲において自由に変更が可能である。
例えば上記実施例では遠隔操作式排水栓装置は全て浴槽Ｂに施工されてなるが、本発明は
上記実施例に限定されるものでは無く、槽体としての洗面ボウルを備えた洗面台、槽体と
してのシンクを備えた流し台等、排水口１ａを備えた槽体であれば、どのような排水機器
のどのような槽体に採用しても構わない。
【００２０】
　また、上記第一実施例ではロック軸８ａとロック機構本体部８ｂとからなるロック機構
８を、第二実施例では操作軸６ａに設けた上下二つの環状溝部８ｃと弾性爪８ｄとからな
るロック機構８を構成しているが、本発明は上記実施例に限定されるものでは無く、第一
実施例の遠隔操作式排水栓装置において、第二実施例のロック機構８のように操作軸６ａ
に設けた上下二つの環状溝部８ｃと弾性爪８ｄとからなるロック機構８を採用したり、第
二実施例の遠隔操作式排水栓装置において、第一実施例のロック機構８のようにロック軸
８ａとロック機構本体部８ｂとからなるロック機構８を採用しても構わない。また上記以
外のロック機構８、例えばロック軸８ａ又は操作軸６ａの側面にパッキングを配置しパッ
キングと他の部材との摩擦により位置を保持するようなロック機構８等、機能的に支障が
無いのであればどのようなロック機構８を用いて構成しても構わない。
また、操作部３の取り付けについて、上記実施例では、全て槽体の内側面としたが、本発
明は上記実施例に限定されるものではなく、必要に応じて、槽体の上縁から水平方向に延
出された天板部分に操作体３ｂを配置し、操作体３ｂが上下に移動するように構成したり
、逆に洗面台のカウンター下面に操作体３ｂを配置し、操作体３ｂを上下に押し引きする
ような構成としても良い。この場合、レリースワイヤは、操作体３ｂの上端近傍から下方
に下り傾斜するように配置すれば好適である。
また、上記実施例の枝部Eはヒンジによって操作体６ｂや押上軸９に接続されてなるが、
本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば操作軸６ｂや押上軸９を樹脂素材
にて構成し、これに樹脂弾性を利用して軸方向に剛性を、側面方向に可撓性を持たせた枝
部Eを一体に構成しても良い。
【符号の説明】
【００２１】
１　　　排水口本体　　　　　　１ａ　　排水口
１ｂ　　フランジ部　　　　　　２　　　弁部材
３　　　操作部　　　　　　　　４　　　操作部本体
４ａ　　鍔部　　　　　　　　　５　　　エルボ部材
５ａ　　接続管部　　　　　　　６ａ　　操作軸
６ｂ　　操作体　　　　　　　　７　　　レリースワイヤ
７ａ　　アウターチューブ　　　７ｂ　　インナーワイヤ
７ｃ　　戻りスプリング　　　　８　　　ロック機構
８ａ　　ロック軸　　　　　　　８ｂ　　ロック機構本体部
８ｃ　　環状溝部　　　　　　　８ｄ　　弾性爪
９　　　押上軸　　　　　　　　１０　　継手部材
１０ａ　排出口　　　　　　　　１０ｂ　枝管部
１１　　ワイヤ固定部　　　　　１２　　支持部材
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１２ａ　第一リング部　　　　　１２ｂ　アーム部
１３　　操作部側支持部材　　　１３ａ　第二リング部
１３ｂ　連結部　　　　　　　　１４　　ガイド筒部
１５ａ　操作軸収納部　　　　　１５ｂ　枝収納部
１６　　ホルダー部　　　　　　１７　　ガイド管
Ｂ　　　浴槽　　　　　　　　　Ｅ　　　枝部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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